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論   文   の   要   旨 
 
農業部門と林業部門の事業は、通常それぞれ個別に活動していると考えられている。パキスタンの山岳地域
では食糧と木材の資源が乏しいため、現代技術の導入を通じた食糧保障や農民の社会経済状況の向上が必要で
あり、それに対する普及事業が重要である。特に、農業普及事業は農村のコミュニティメンバーの生活を向上
させる現代技術と新たな活動を広めることに資する。さらに、林業普及事業は森林地帯におけるアグロフォレ
ストリー技術を通じ、小規模生産者のニーズを満たすことを目的として活動している。農業普及事業と林業普
及事業とが類似した目的を有しているからこそ、異なる組織の効果的な協力と連携は望まれる目的を達成する
ために不可欠と考えられる。 
 発展途上国における公的部門の普及事業はその非効率性が厳しく批判されてきたが、関連組織や部署との効
果的な協力を通じて農村コミュニティの生活を改善させることが期待されている。パキスタンの農業普及事業
においては、異なる事業提供者間の弱い組織連携が低農業生産という結果を招いている。林業普及事業につい
ても、農業普及事業と同様に関連省庁との弱い連携という問題を抱え、この組織的な問題において組織間（地
方政府と林業省）の調整の欠如が最も深刻と考えられている。 
 本研究では、農業普及事業と林業普及事業の連携の重要性という観点に立ち、対象地の農村コミュニティに
おける農業・林業普及事業の現場普及員間の連携、それらの効果的な連携を阻む要因、そして農業・林業普及
事業によって紹介された技術の導入を促す要因を明らかにすることを目的に、パキスタン北西部の山岳地帯を
事例に調査を行い、今後に求められる方策を検討することとした。 
 研究の方法として、パキスタンのカイバル・パクトゥンクワ州のマンセフラとスワートの二地域において、
2012年8月～9月、2013年11月～12月に農民360名に対面による聞き取り調査を行い、データを収集した。また、
二地域で農業および林業の普及事業に従事する農業普及員24名と林業普及員24名の合計48名への対面による
聞き取り調査を行い、データの収集を行った。収集したデータは、記述統計法を用いて頻度、比率、平均、標
準偏差に基づいて分析した。さらに、収集したデータを用い、マン・ホイットニーのＵ検定と二項ロジスティ
ック回帰分析を行った。 
 分析結果として、農業普及事業と林業普及事業に従事する現地普及員の大多数は、それぞれ中年、高年の年
齢層にあり、教育レベルは低く、組織階層も低く、就業経験には大きな差のあること、農業普及員と林業普及
員のほとんどはそれぞれ農作物あるいは樹木にのみ関係する業務に従事していることが明らかになった。また、
農業普及員も林業普及員も、似通った普及事業となる果樹に興味を持っていることも把握した。さらに、農業
普及員と林業普及員の間で密な交流は行われておらず、公式・非公式の弱い交流があるのみであった。彼らが
普及事業に従事する土地では、農民人口の30～40％が新技術を採用していることも明らかとなった。 
 また、被験者となった農民の大多数は31歳～45歳であり、最高10年までの教育を受けており、より小規模な
農地と中規模な森林において農業経験は最高20カ年であった。彼らの大部分は農業収入が主であり、林業に関
しては第二の収入源となっていた。また、農業耕作に従事する農民被験者の半分は小作農民である一方、大多
数が森林の所有権を有していることも把握した。農民の大多数は、農業普及員と林業普及員に月2回程度の連
絡を取っており、農業普及活動に「満足」と回答したが、林業普及活動に関しては約半分が満足していなかっ
た。そうした中でも、大部分の農民が農業普及員と林業普及員から得る知識として、特に果樹に関わる知識が
重要であることが明らかになった。他方、農業普及員と林業普及員によって紹介された技術の採用に対しては、
前向きの姿勢を取っている農民は少数であったため、現地普及員は農地や住居訪問方法にあまり注意を払わず、
訪問の頻度は最小限に留まる状況にあることも明らかになった。 
 本研究は、まず農業普及事業と林業普及事業に、連携という面ではギャップのあることを明らかにした。農
民の教育レベルの低さと小規模土地所有が現代技術を採用しない要因ともなっているが、農民の多くは果樹に
関して農業普及員からも林業普及員からも知識を得ており、果樹に関する共通の活動の仕組みを導入するとい
う観点から、農業と林業の普及事業の連携を強化することが可能と考えられる。公式・非公式の連携の弱さが
効果的な普及事業を阻害する要因となっており、その連携を強化することにより現地訪問の軽減や高度な普及
活動を生むという効果も期待される。以上により、現地普及員同士、農民と現地普及員との交流を強化し、効
果的な普及事業を提供することによって、農村コミュニティにおいて現代農業技術の採用が増加すると結論づ
けられる。 
 
 
               審   査   の   要   旨 
 
 本論文の優れた点は、農業普及事業と林業普及事業の双方を研究対象とし、両普及員と農民とを対象に聞き
取り調査を行い、その実態を把握すると共に農業普及活動と林業普及活動の連携を強化することにより、効果
的な普及事業に結び付くことを実証的に明らかにした点にある。その成果は、パキスタンの普及事業の充実や
農民の生活向上にも繋がりうる示唆に富む内容であり、こうした包括的な研究はこれまでに行われてこなかっ
た。つまり、高いオリジナリティーを有しており、実用的な研究成果として、博士の学位を与えるに相応しい
高い水準に達している。 
 平成26年11月5日に、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもとに論文の審査および最終試験
を行い、本論文について著者に説明を求め、関連事項について質疑応答を行った。その結果、審査委員全員に
より合格と判定された。 
 よって、著者は博士（農学）の学位を受けるに充分な資格を有するものとして認める。 
 
 
